
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

「フランス的統合」論の諸相

中野, 裕二
九州大学法学部助手

https://doi.org/10.15017/1990

出版情報：法政研究. 60 (2), pp.423-437, 1993-12-25. 九州大学法政学会
バージョン：
権利関係：



研究ノート

研
究
ノ
ー
ト「

フ
ラ
ン
ス
的
統
合
」
論
の
諸
相

中
　
野
　
裕
　
二

は
じ
め
に

一
　
「
統
合
」
概
念
の
両
義
性

二
　
「
統
合
」
概
念
の
社
会
観

三
　
「
フ
ラ
ン
ス
的
統
合
」
論
の
課
題

お
わ
り
に

は
じ
め
に

　
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
移
民
問
題
は
、
こ
れ
ま
で
政
治
・
経
済
・
社

会
・
文
化
と
い
っ
た
多
様
な
視
点
か
ら
議
論
さ
れ
、
そ
の
研
究
も
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

題
の
指
摘
、
原
因
の
究
明
、
問
題
解
決
方
法
の
探
究
と
様
々
で
あ
る
。

い
ま
仮
に
、
移
民
問
題
を
文
化
の
問
題
と
し
て
、
さ
ら
に
ま
た
、
文

化
的
に
多
様
な
社
会
成
員
の
社
会
統
合
の
問
題
と
限
定
す
る
と
、
そ

れ
は
特
殊
移
民
問
題
解
決
方
法
の
模
索
と
い
う
意
味
の
み
で
な
く
、

「
多
文
化
主
義
の
行
き
づ
ま
渥
）
等
で
表
ざ
れ
る
文
化
的
多
元
性
と
成

員
間
の
共
生
と
い
う
困
難
な
問
題
の
究
明
と
し
て
、
よ
り
一
般
性
と

重
要
性
を
帯
び
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
我
々
は
、
フ
ラ
ン
ス
に

お
け
る
移
民
へ
の
対
応
を
素
材
と
し
て
、
文
化
的
多
元
性
と
共
生
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

問
題
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
そ
こ
で
、
・
我
々
が
具
体
的
に
取

り
上
げ
る
の
が
、
「
フ
ラ
ン
ス
的
統
合
（
葺
0
α
q
冨
梓
δ
昌
鋤
冨

守
き
O
巴
ω
①
）
」
と
い
う
概
念
で
あ
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
学
者
で
移
民
問
題
に
関
し
て
積
極
的
に
発
言
し

て
い
る
J
・
コ
ス
タ
ー
ー
ラ
ス
ク
ー
は
、
移
民
問
題
に
お
け
る
九
〇
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

代
を
統
合
政
策
の
時
代
で
あ
る
と
特
徴
づ
け
て
い
る
。

　
「
統
合
政
策
の
時
代
」
。
こ
の
言
葉
に
は
二
つ
の
意
味
が
含
ま
れ
て

い
る
。
そ
れ
は
ひ
と
つ
に
は
、
移
民
問
題
を
議
論
す
る
場
合
、
こ
れ

か
ら
は
「
同
化
（
餌
ω
ω
凶
ヨ
一
一
鋤
件
一
〇
鵠
）
」
、
「
ア
ン
セ
ル
シ
オ
ン
（
凶
器
Φ
a
8
）
」

に
代
わ
り
「
統
合
」
を
中
心
概
念
と
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
い

ま
ひ
と
つ
に
は
八
○
年
代
に
あ
っ
た
右
の
三
概
念
の
意
味
論
的
論
争

は
終
わ
り
、
こ
れ
か
ら
は
具
体
的
政
策
実
施
の
時
期
で
あ
る
と
い
う

　
　
　
　
（
5
）

意
味
で
あ
る
。

　
実
際
、
九
〇
年
に
は
統
合
の
名
を
付
し
た
統
合
高
等
審
議
会
が
社

会
党
M
・
ロ
カ
ー
ル
政
権
下
に
設
置
さ
れ
、
そ
の
年
次
報
告
書
で
「
フ

ラ
ン
ス
的
統
合
」
の
た
め
の
政
策
提
言
を
行
っ
て
お
り
、
ま
た
本
年
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研究ノート

（一

繼
緕
O
年
置
、
夏
に
は
、
E
・
バ
ラ
デ
ュ
ー
ル
政
権
の
下
、
国
籍
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

改
正
法
や
移
民
規
制
法
な
ど
の
外
国
人
関
連
法
が
制
定
さ
れ
、
コ
ス

タ
H
ラ
ス
タ
ー
の
言
を
裏
づ
け
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
一
連
の
立
法
は
、
深
刻
な
経
済
状
況
か
ら
「
移
民
ゼ
ロ
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
掲
げ
る
保
守
政
権
固
有
の
政
策
で
あ
り
、
そ

の
内
容
の
厳
格
さ
は
㎝
、
・
パ
ス
ク
ワ
内
相
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
に
由

来
す
る
等
の
論
評
が
新
聞
な
ど
で
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
移
民

規
制
法
に
お
け
る
、
一
夫
多
妻
状
態
に
あ
る
者
お
よ
び
そ
の
妻
に
は

一
〇
夕
照
有
効
の
滞
在
許
可
証
は
発
行
さ
れ
な
い
と
い
う
規
定
（
第

九
条
）
、
な
ら
び
に
不
法
滞
在
者
と
フ
ラ
ン
ス
人
と
の
婚
姻
を
認
め
な

い
と
い
う
規
定
（
第
三
一
条
∀
は
、
統
合
高
等
審
議
会
の
意
向
を
受
け

　
　
　
　
　
　
（
7
）

た
も
の
で
あ
る
し
、
ま
た
、
国
籍
法
改
正
法
に
お
け
る
、
外
国
籍
の

両
親
の
も
と
フ
ラ
ン
ス
で
生
ま
れ
た
子
供
が
フ
ラ
ン
ス
国
籍
を
取
得

す
る
た
め
に
は
一
六
㌻
二
一
歳
の
間
に
国
籍
取
得
の
意
志
表
明
を
必

要
と
す
る
い
う
規
定
（
第
＝
条
）
は
、
国
籍
委
員
会
と
統
合
高
等
審

議
会
を
通
じ
て
座
長
を
務
め
る
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
副
院
長
M
・
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ン
に
よ
っ
て
明
確
に
支
持
さ
れ
て
も
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
，
我
々
は

こ
の
政
策
を
保
守
政
権
に
帰
す
る
こ
と
は
で
ぎ
な
い
。

　
之
の
よ
う
に
今
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
移
民
の
「
フ
ラ
ン
ス
的

統
合
」
・
．
政
策
が
実
施
さ
れ
始
め
て
い
る
。
そ
れ
で
は
右
に
あ
げ
た
統

合
の
名
の
下
の
一
部
外
国
人
の
統
合
か
ら
の
排
除
を
我
々
は
い
か
に

整
合
的
に
理
解
す
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
た
め
に
は
、
い
ま

一
度
「
フ
ラ
ン
ス
的
統
合
」
概
念
の
検
討
が
必
要
な
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
統
合
高
等
審
議
会
の
言
う
、
「
同
化
と
ア
ン
セ
ル
シ
オ
ン
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
均
化
」
し
た
も
の
で
は
な
い
・
「
統
合
」
と
は
斜
な
の
か
。
究
極
的

に
「
統
合
」
概
念
は
い
か
な
る
フ
ラ
ン
ス
社
会
を
形
成
し
よ
う
と
す

る
も
の
な
の
か
。
文
化
的
に
多
様
な
全
て
の
社
会
成
員
が
、
「
自
由
な

B
活
動
と
参
加
の
機
会
を
相
互
に
承
認
し
、
相
互
の
関
係
を
積
極
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

築
き
上
げ
て
ゆ
け
る
よ
う
な
社
会
結
合
」
の
状
態
を
共
生
と
呼
ぶ
な

ら
ば
、
．
文
化
的
多
元
性
を
有
し
た
成
員
間
の
共
生
に
ど
っ
て
「
フ
ラ

ン
ス
的
統
合
」
馳
は
い
か
な
る
意
義
を
も
つ
の
か
。
．
本
稿
は
飼
う
し
た

問
い
に
答
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
・

　
そ
の
た
め
に
ま
ず
、
・
本
稿
は
．
「
統
合
」
概
念
登
場
の
過
程
を
概
観

し
、
統
合
高
等
審
議
会
の
年
次
報
告
書
を
主
な
素
材
と
し
て
「
統
合
」

概
念
の
両
義
性
を
明
ら
か
に
す
る
二
）
。
次
に
、
こ
め
両
義
性
理
解

の
た
め
に
「
統
合
」
概
念
が
前
提
と
し
て
い
る
社
会
観
を
検
討
す
る

　
（
二
）
。
そ
し
て
最
後
に
「
フ
ラ
ン
ス
的
統
合
」
・
論
に
対
す
る
筆
者
な

り
の
見
解
を
論
じ
て
み
た
い
（
三
％

（
1
Y
研
究
は
数
多
ズ
あ
る
が
、
最
近
の
も
の
と
し
て
は
嘱
梶
田
孝
道
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「フランス的統合」論の諸相（中野）

　
『
新
し
い
民
族
問
題
I
E
C
統
合
と
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
ー
』
（
中
公

新
書
、
一
九
九
三
年
）
が
詳
し
い
。

（
2
）
　
多
文
化
主
義
の
困
難
さ
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
は
、
駒
井
洋

　
「
単
一
民
族
主
義
は
こ
え
ら
れ
る
か
1
日
本
に
お
け
る
多
文
化
主

義
の
可
能
性
一
」
（
『
世
界
』
一
九
九
二
年
九
月
号
）
、
梶
田
孝
道
「
『
多

文
化
主
義
』
の
ジ
レ
ン
マ
ー
選
択
肢
は
何
か
一
」
（
同
）
な
ど
が

　
あ
る
。

（
」
）
　
こ
こ
で
言
う
文
化
的
多
元
性
と
は
、
言
語
、
宗
教
に
限
ら
ず
人
種

的
多
元
性
を
も
含
ん
だ
広
い
意
味
で
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

（
4
）
旨
b
o
ω
け
餌
－
い
⇔
ω
8
⊆
〆
《
い
、
巨
伽
σ
q
「
匿
8
き
σ
q
み
ユ
Φ
ω
b
。
洋
や

ε
Φ
ω
》
ミ
O
．
閏
Φ
み
。
一
（
⑪
α
・
）
博
ミ
、
歯
ミ
、
凡
§
ミ
§
ら
ミ
籔
§
§
蕊
ミ

。・

~
ミ
誉
ミ
ミ
恕
ら
§
討
§
。
§
塁
ピ
三
ρ
牢
Φ
ω
昭
ω
⊂
三
く
卑

　
ω
凶
巳
貯
Φ
ω
α
①
い
≡
ρ
一
㊤
㊤
N
層
●
①
①
．

（
5
）
ミ
織
．
も
9
刈
よ
ρ

（
6
）
い
。
ヨ
。
．
㊤
ω
ら
ω
ω
身
卜
。
2
二
窪
Φ
二
㊤
㊤
ω
a
h
o
噌
ヨ
雪
下
①
時
。
詳
9

冨
轟
甑
8
巴
貫
湘
Q
§
無
、
寒
§
N
－
G
り
帖
謹
一
㊤
り
。
。
も
．
お
O
旧
一
〇
一
筏
り
ω

　
山
O
ミ
α
⊆
漣
〇
二
〇
け
H
㊤
り
。
。
お
一
二
二
く
Φ
巴
餌
∋
鋤
↓
ヨ
ω
①
α
Φ
一
、
一
葦
三
一
σ
q
鑓
・

戯
。
コ
①
け
翌
×
8
民
三
8
ω
α
．
Φ
葺
み
ρ
α
”
碧
2
Φ
置
旧
α
Φ
ω
9
0
霞
亀
⑦
ω

　
伽
霞
雪
ひ
Q
霞
ω
Φ
口
牢
鴛
o
ρ
導
一
二
こ
一
㊤
㊤
ρ
℃
・
幽
。
。
㎝
●

（
7
）
⑦
“
§
職
§
鳶
S
§
ミ
縞
§
ミ
§
、
§
ミ
ミ
奪
ミ
貸
ミ
鳴
y
昌
。

　
N
ω
N
ω
一
一
ω
要
語
H
㊤
㊤
ω
2
づ
。
N
ω
至
る
O
ヨ
巴
一
8
ω
●

（
8
）
　
卜
鍾
ミ
旨
、
帖
ミ
Q
§
ミ
帖
§
ミ
一
口
。
日
。
。
ω
し
。
。
二
巴
一
8
ρ
薯
●
ω
。
。

　
ム
H
●
（
9
）
＝
①
旨
0
8
ω
①
臨
二
一
．
ぎ
菰
ひ
q
S
凱
o
P
国
ミ
§
§
。
譜
貯

智
ミ
§
恥
織
、
賊
ミ
甜
ミ
凡
§
㌔
、
ミ
ミ
ミ
§
ミ
§
§
象
℃
巴
ω
一
い
鋤

　
U
o
2
ヨ
Φ
三
コ
口
〇
づ
h
冨
月
巴
ω
ρ
一
㊤
O
押
冒
。
一
。
。
●

（
1
0
）
　
井
上
達
夫
・
名
和
田
是
彦
・
桂
木
隆
夫
『
共
生
へ
の
冒
険
』

　
日
新
聞
社
、
一
九
九
二
年
）
二
五
頁
。

「
統
合
」
概
念
の
両
義
性

（
毎

　
8
　
「
統
合
」
ま
で
の
議
論
状
況

　
「
統
合
政
策
の
時
代
」
に
至
る
こ
こ
二
〇
年
の
支
配
的
議
論
の
流
れ

は
、
次
の
三
つ
の
時
期
に
区
分
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ

れ
は
七
〇
年
代
を
通
し
た
「
同
化
」
批
判
の
定
着
期
、
七
〇
年
代
末

か
ら
八
○
年
代
末
の
「
ア
ン
セ
ル
シ
オ
ン
」
の
試
み
と
失
敗
の
時
期
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

そ
し
て
最
後
に
九
〇
年
代
の
「
統
合
」
の
時
期
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
言
う
「
同
化
」
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
国
民
形
成
期
と
植
民

地
主
義
時
代
を
通
し
て
支
配
的
で
あ
っ
た
「
普
遍
主
義
」
と
い
う
名

の
社
会
統
合
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
こ
の
「
同
化
」

に
よ
っ
て
地
方
言
語
の
抑
圧
や
植
民
地
住
民
の
フ
ラ
ン
ス
化
が
強
制

さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
植
民
地
主
義
が
批
判
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
的

普
遍
主
義
が
疑
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
「
同
化
」
に
反
対
す
る
運
動

が
活
発
化
す
る
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
が
六
ケ
年
代
末
に
最
も
盛
ん

で
あ
っ
た
地
方
言
語
復
活
運
動
で
あ
る
。
地
方
言
語
運
動
は
、
地
方

60　（2　。153）　425



研究ノ’一ト

言
語
の
バ
カ
ロ
レ
ア
の
選
択
科
目
へ
の
認
定
、
地
方
言
語
教
育
へ
の

政
府
援
助
等
の
成
果
を
あ
げ
た
。
こ
の
運
働
の
成
果
や
運
動
を
通
る

た
フ
ラ
ン
ス
国
家
の
変
容
へ
の
評
価
は
様
々
で
あ
る
が
、
七
〇
年
代

を
通
じ
て
阿
化
主
義
の
価
値
が
剥
奪
さ
れ
、
相
違
や
差
異
、
多
様
性

と
い
っ
た
価
値
が
評
価
き
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
範
。

こ
れ
以
降
、
、
同
化
主
義
は
価
値
を
回
復
す
る
こ
と
は
な
く
、
九
〇
年

代
の
今
日
皮
で
常
に
批
判
の
対
．
象
と
な
っ
て
い
る
。

　
七
〇
年
代
末
以
降
、
，
理
化
主
義
批
判
は
多
文
化
主
義
政
策
と
し
て

具
体
化
し
「
て
く
る
ゆ
そ
の
象
徴
が
八
二
年
に
J
．
・
ラ
ン
グ
文
化
相
に

提
出
さ
れ
た
．
．
『
文
化
的
民
主
主
義
と
差
異
へ
の
権
利
』
と
題
す
る
報

　
　
　
ヒ
　
ヨ
　

告
書
で
あ
る
。
こ
う
し
た
多
文
化
主
義
や
「
差
異
へ
の
権
利
」
が
「
ア

ン
セ
ル
シ
オ
ン
」
全
い
う
言
葉
で
代
表
ざ
れ
る
。
八
○
年
代
は
左
翼

政
権
の
下
、
移
民
政
策
に
関
す
る
政
府
報
告
書
も
こ
の
言
葉
を
用
い

た
も
の
が
数
多
ぐ
出
さ
れ
、
．
h
ア
ン
セ
ル
シ
オ
ン
」
が
議
論
の
中
心
に

　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
4
）

な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
し
か
し
、
「
ア
ン
セ
ル
シ
オ
ン
」
は
移
民
問
題
解
決
の
決
め
手
と
は

な
ら
ず
、
九
〇
年
代
に
は
．
「
統
合
」
．
へ
と
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。
そ
の
原
因
の
ひ
と
つ
が
「
ア
ル
セ
ル
シ
オ
ン
」
．
の
拠
っ
で

立
つ
h
差
異
ヘ
ド
の
権
利
」
が
新
右
翼
に
よ
っ
て
逆
手
に
取
ら
れ
た
こ

と
に
あ
る
。
新
右
翼
は
、
移
民
に
フ
ラ
ン
ス
人
と
異
な
る
権
利
が
あ

り
、
固
有
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
保
持
す
る
権
利
が
あ
る
な
ら
ば
、

フ
ラ
ン
ス
人
に
も
移
民
と
異
な
る
権
利
が
あ
駐
、
フ
ラ
ン
λ
人
と
し

て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
デ
ィ
を
保
持
す
る
権
利
が
あ
る
な
ず
で
あ
ひ
、

今
日
移
民
の
流
入
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
危

機
に
晒
さ
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
移
民
に
反
対
す
る
、
と
い
う
論
理
を

主
張
す
華
こ
の
新
右
翼
の
主
張
に
対
し
で
・
「
差
異
へ
の
権
利
」
は

有
効
な
反
駁
の
論
理
を
持
ち
え
な
い
。

　
「
ア
ン
セ
ル
シ
オ
ン
」
失
敗
の
原
因
は
い
ま
ひ
と
つ
あ
る
。
そ
れ
は

「
ア
ン
セ
ル
シ
オ
ン
」
の
特
徴
に
由
来
す
る
。
「
ア
ン
セ
ル
シ
オ
ン
」

は
移
民
が
そ
の
固
有
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
保
持
す
る
た
め
に
、

い
ま
持
っ
て
い
る
ア
イ
デ
ン
テ
好
テ
ィ
の
ま
ま
フ
ラ
ン
ス
社
会
骨
組

み
込
ま
れ
る
と
い
う
意
味
を
も
つ
。
そ
れ
ゆ
え
「
ア
ン
セ
ル
シ
オ
ン
」

は
同
化
主
義
へ
の
批
判
た
り
え
て
も
㍉
鮭
会
競
合
の
論
理
に
は
な
つ

え
ず
、
そ
の
過
度
の
主
張
は
フ
ラ
ン
ス
社
会
の
分
裂
に
つ
な
が
る
の

で
あ
る
。
し
か
も
、
「
ア
ン
セ
ル
シ
オ
ン
」
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の

保
持
を
そ
の
主
眼
と
し
て
い
る
た
め
に
、
い
わ
ゆ
る
「
移
民
二
世
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
事
実
上
の
文
化
変
容
を
否
定
す
る
と
い
う
側
面
を
も
っ
て
い
た
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
新
右
翼
の
新
し
い
人
種
主
義
に
対
抗
す
る
た
め
に
は
、

「
フ
ラ
ン
ス
社
会
の
統
含
実
現
の
た
め
に
有
効
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ツ
を
提
示

し
え
な
い
「
ア
ン
セ
ル
シ
オ
ン
」
に
代
え
て
新
し
い
概
念
が
必
要
と
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さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
「
同
化
」
も
「
ア
ン
セ
ル
シ
オ
ン
」
も
批
判
、

否
定
さ
れ
た
後
、
両
者
を
越
え
る
も
の
と
し
て
「
統
合
」
概
念
が
提

示
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
「
統
合
」
論
者
は
「
統
合
」
の
「
同
化
」

「
ア
ン
セ
ル
シ
オ
ン
」
双
方
と
の
違
い
を
強
調
す
る
。

　
口
　
「
統
合
」
概
念
の
両
義
性

　
「
同
化
」
か
ら
「
ア
ン
セ
ル
シ
オ
ン
」
へ
、
さ
ら
に
「
統
合
」
へ
と

い
う
議
論
の
流
れ
は
、
「
同
化
」
が
フ
ラ
ン
ス
社
会
成
員
間
の
相
似
を

思
考
の
中
心
に
据
え
、
「
ア
ン
セ
ル
シ
オ
ン
」
は
差
異
を
、
さ
ら
に
「
統

合
」
は
再
び
相
似
を
思
考
の
中
心
に
し
て
い
る
と
言
い
換
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
そ
れ
を
統
合
と
分
化
と
い
う
言
葉
で
表
現
す
る
な

ら
ば
、
こ
の
流
れ
は
統
合
か
ら
分
化
へ
、
そ
し
て
再
び
統
合
へ
と
い

う
も
の
に
な
る
。
し
か
し
、
「
同
化
」
と
「
統
合
」
に
お
け
る
相
似
や

統
合
は
、
そ
の
も
つ
意
味
が
異
な
る
。
「
ア
ン
セ
ル
シ
オ
ン
」
を
経
た

「
統
合
」
は
「
同
化
」
と
同
義
で
は
な
い
。

　
統
合
高
等
審
議
会
は
、
そ
の
第
一
回
目
の
年
次
報
告
書
で
「
統
合
」

概
念
を
定
義
づ
け
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
統
合
」
と
は
「
フ
ラ

ン
ス
社
会
の
多
様
な
成
員
相
互
の
積
極
的
な
社
会
参
加
を
も
た
ら
す

独
自
な
過
程
」
で
あ
る
。
ま
た
「
統
合
」
の
実
現
し
た
社
会
と
は
、

「
文
化
的
・
社
会
的
・
道
徳
的
特
殊
性
の
存
続
が
受
け
入
れ
ら
れ
、
社

会
全
体
が
こ
う
し
た
多
様
性
・
複
悪
性
に
よ
っ
て
豊
か
に
な
る
こ
と

が
真
実
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
る
」
社
会
で
あ
る
と
し
、
「
統
合
」
が
同

化
主
義
の
批
判
に
基
づ
い
た
、
差
異
の
尊
重
の
原
則
に
立
脚
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
が
明
言
さ
れ
て
い
る
。
「

　
他
方
同
時
に
、
同
審
議
会
は
「
統
合
」
は
「
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
論

理
で
は
な
く
平
等
の
論
理
に
従
う
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
確
信
を
表

明
し
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
論
理
に
立
つ
な
ら
ば
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
統
一

性
の
崩
壊
を
招
く
お
そ
れ
が
あ
る
と
し
て
「
ア
ン
セ
ル
シ
オ
ン
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
に
立
脚
す
る
こ
と
も
否
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
同
審
議
会
は
「
統

合
」
実
現
の
条
件
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
社
会
の
成
員
全
体
に
最
小
限

の
共
通
の
価
値
観
へ
の
同
意
と
、
包
括
的
な
準
拠
枠
組
み
の
個
人
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
集
団
的
承
認
の
二
つ
を
あ
げ
て
い
る
。
「
統
合
」
は
一
方
で
差
異
の

尊
重
を
、
他
方
で
共
通
の
価
値
観
と
包
括
的
準
拠
枠
組
み
の
承
認
を

社
会
成
員
に
同
時
に
求
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
統
合
」
は
差
異
と
相

似
、
分
化
と
統
合
の
両
立
を
目
指
す
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
包
括
的
準
拠
枠
組
み
の
内
容
で
あ
ろ
う
。

準
拠
枠
組
み
が
何
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
「
統
合
」
概
念
自
体
の
中
身

が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
考
え
ら

れ
る
準
拠
枠
組
み
と
し
て
、
①
フ
ラ
ン
ス
共
同
体
、
②
フ
ラ
ン
ス
共
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和
国
、
③
全
く
新
し
い
．
準
拠
枠
組
み
の
三
つ
を
あ
げ
て
み
た
い
。
．

　
準
拠
枠
組
み
を
フ
ラ
ン
ス
共
同
体
と
し
た
場
合
、
そ
れ
は
先
に
見

た
「
同
化
」
、
と
同
一
，
め
も
の
と
な
り
差
異
め
尊
重
と
両
立
不
可
能
と

な
ヶ
、
「
統
合
」
が
フ
ラ
ン
ス
共
同
体
を
準
拠
枠
組
み
と
し
て
い
る
と

は
考
え
に
く
い
。

　，

ﾜ
た
、
フ
ラ
ン
ス
共
同
体
で
も
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
で
も
な
い
全
ぐ

新
し
い
枠
組
み
を
構
築
し
よ
う
ど
す
る
の
が
～
・
ク
リ
ス
テ
ヴ
ァ
で

あ
る
ゆ
彼
女
は
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
「
一
般
精
神
」
，
概
念
を
ナ
シ
ォ

ン
と
読
み
換
え
、
ま
た
．
「
一
般
精
神
」
．
を
形
成
す
る
社
会
諸
事
象
を

社
会
成
員
と
読
み
換
え
る
こ
と
で
新
レ
い
準
拠
枠
組
み
と
し
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

．
「
一
般
精
神
と
し
て
の
ナ
シ
オ
ン
」
の
形
成
を
提
唱
す
る
の
で
あ
る
。

ク
リ
ス
テ
ヴ
ァ
の
コ
般
精
神
と
し
て
の
ナ
シ
オ
ン
」
は
、
「
統
合
」

概
念
の
独
自
性
を
際
立
た
せ
る
も
の
で
あ
り
注
目
に
値
す
る
が
、
社

会
成
員
と
ナ
ジ
オ
ン
め
関
係
が
明
確
で
な
い
な
ど
不
十
分
な
点
が
多

く
、
未
だ
提
唱
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
結
局
、
統
合
高
等
審
議
会
の
「
統
合
」
た
お
け
る
包
括
的
準
拠
枠
・

組
み
と
は
、
．
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
で
あ
る
。
、
同
審
議
会
は
「
統
合
」
が
、

フ
ラ
ン
ス
が
単
一
不
可
分
の
共
和
国
で
あ
る
こ
と
、
非
宗
教
的
共
和

国
で
あ
る
こ
と
、
国
民
国
家
で
あ
る
こ
と
、
と
い
う
三
つ
の
原
則
に

依
拠
す
る
と
し
て
、
「
統
合
」
が
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
の
基
本
的
三
原
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

に
基
づ
ぐ
こ
と
を
宣
言
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
統
合
」
は
「
差
異
へ
，

の
権
利
」
ど
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
へ
の
同
意
と
い
う
二
つ
の
価
値
の
両

立
を
目
指
す
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
の
諸
原
則
は
伝
統
的
に
出
自
、
人
種
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

宗
教
等
に
基
づ
く
成
員
間
の
差
異
を
認
め
な
、
い
。
そ
れ
で
は
、
い
か

に
し
て
・
「
差
異
へ
の
権
利
」
と
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
の
諸
原
則
が
両
立
．

可
能
に
な
る
の
か
。
そ
の
た
め
に
は
「
統
合
」
概
念
が
前
提
と
し
．
て

い
る
社
会
観
の
考
察
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
．
．

（
1
）
⇔
ω
6
ゴ
昌
需
び
鍵
ぎ
§
恥
§
、
、
ミ
搏
註
職
§
㍗
曾
＆
、
ミ
慰

　
§
ミ
§
黛
職
。
ミ
§
・
N
給
P
勺
費
β
O
巴
一
凶
3
p
。
a
L
O
㊤
H
”
亡
O
●
。
。
一
－
。
。
◎
。
◎

　
　
「
同
化
」
、
「
ア
．
ン
セ
ル
シ
オ
ン
」
、
「
統
合
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
言

葉
の
説
町
は
す
で
に
な
さ
れ
で
い
る
の
で
、
し
こ
こ
で
改
め
て
説
明
を

加
え
る
こ
と
は
し
な
い
。
本
項
は
「
統
合
」
概
念
登
場
へ
至
る
議
論
状

況
の
変
化
か
ら
「
統
合
」
の
特
徴
を
浮
き
彫
り
に
し
よ
う
と
す
み
も
の

　
で
あ
る
。
な
お
、
洛
概
念
の
定
義
や
議
論
の
全
体
的
な
流
れ
に
つ
い
て

　
は
、
梶
田
孝
道
、
J
・
コ
ス
三
三
ラ
ス
タ
ー
が
詳
し
い
。
参
照
、
梶
田

孝
道
「
同
化
・
統
合
・
編
入
ー
フ
ラ
ン
ス
の
移
民
へ
の
対
応
を
め
ぐ

・
る
論
争
」
（
伊
里
谷
登
士
翁
・
梶
田
孝
道
編
『
外
国
人
労
働
者
万
一
現

状
か
ら
理
論
へ
一
』
弘
文
堂
二
九
九
二
年
、
所
収
）
。
O
｛
・
9
0
0
曾
甲

ぢ
8
8
×
・
忠
、
、
書
書
暗
惹
§
魚
§
§
z
。
搦
①
け
騨
＆
①
ω

O
o
2
ヨ
Φ
三
巴
δ
ρ
　
ロ
。
，
お
。
。
9
譲
「
貫
　
冨
．
U
o
9
ヨ
①
二
巴
8

・
蹄
9
。
暑
巴
。
。
p
　
O
。
。
O
も
算
一
〇
－
藁
，
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（
2
）
　
参
照
、
H
・
ジ
オ
ル
ダ
ン
（
三
聖
訳
）
『
虐
げ
ら
れ
た
言
語
の
復

権
』
（
批
評
社
、
一
九
八
七
年
）
、
宮
島
喬
「
『
単
一
言
語
』
国
家
の
変

容
－
七
〇
年
代
フ
ラ
ン
ス
の
言
語
状
況
と
言
語
政
策
」
（
宮
島
喬
・

梶
田
孝
道
編
『
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
域
と
国
家
l
l
変
容
す
る

　
〈
中
心
－
周
辺
〉
問
題
へ
の
視
角
1
』
有
信
堂
、
一
九
八
八
年
、
所

収
）
。
（
3
）
　
＝
●
○
δ
a
①
P
b
“
§
象
ミ
譜
ら
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
織
こ
軌
、
漸
ミ

　
駄
警
ミ
§
ら
鰹
沁
§
o
適
亀
ミ
§
賊
ミ
無
ミ
§
ミ
ら
ミ
妹
ミ
糞
℃
鋤
ユ
ρ
ピ
鋤

　
U
o
2
ヨ
9
富
江
○
昌
ヰ
①
月
巴
ω
ρ
一
㊤
。
。
卜
。
・

（
4
）
O
o
ω
樽
鋤
－
冨
ω
8
⊆
×
”
魯
ミ
．
も
b
．
0
刈
よ
。
。
●

（
5
）
　
参
照
、
畑
山
敏
夫
「
『
新
右
翼
Z
o
⊆
＜
①
一
一
①
費
9
8
』
現
象
ー
フ

　
ラ
ン
ス
極
右
の
思
想
的
復
興
1
」
（
『
社
会
科
学
研
究
年
報
』
第
二
一

号
、
一
九
九
一
年
置
。

（
6
）
梶
田
「
同
化
・
統
合
・
編
入
ー
フ
ラ
ン
ス
の
移
民
へ
の
対
応
を

　
め
ぐ
る
論
争
」
前
掲
、
二
一
三
－
一
七
頁
。

（
7
）
＝
蝉
9
0
8
ω
①
出
豊
、
ぎ
鼠
ひ
q
「
9
0
P
魯
ミ
．
も
●
蜀

（
8
）
　
奪
ミ
‘
b
．
一
㊤
・

（
9
）
奪
ミ
‘
巳
。
。
・

（
1
0
）
　
一
・
閑
ユ
ω
9
＜
P
ト
ミ
、
ミ
ミ
竃
ミ
鳴
、
◎
ミ
ミ
Q
ミ
b
騨
§
N
．
巴
こ

℃
巴
ω
＼
ζ
碧
ω
①
…
ρ
空
く
9
。
σ
q
①
ω
し
㊤
8
．

（
1
1
）
密
暮
0
8
ω
①
＝
巴
．
一
三
σ
q
「
巴
。
P
§
ミ
’
も
曾
切
b
。
●

（
1
2
）
　
差
異
と
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
の
原
則
と
の
緊
張
関
係
に
つ
い
て
は
、

　
拙
稿
「
現
代
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
共
存
原
理
の
模
索
ー
コ
ル
シ
カ

　
問
題
に
み
み
『
差
異
の
否
定
』
と
『
差
異
の
承
認
』
1
」
（
『
法
政
研

　
究
』
第
五
九
巻
第
一
号
、
一
九
九
二
年
）
を
参
照
。

二
　
「
統
合
」
概
念
の
社
会
観

　
の
　
国
民
の
■
一
類
型

　
一
方
で
「
差
異
へ
の
権
利
」
を
認
め
、
他
方
で
差
異
を
認
め
な
い

フ
ラ
ン
ス
共
和
国
の
原
則
へ
の
同
意
を
求
め
る
「
統
合
」
は
、
一
見

す
る
と
P
・
A
・
三
三
エ
フ
の
批
判
す
る
通
俗
一
反
人
種
主
義
に
特

徴
的
な
差
異
と
平
等
の
言
葉
の
上
だ
け
の
安
易
な
総
合
の
よ
う
に
も

　
　
（
1
）

思
え
る
。
も
し
そ
う
で
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
「
統
合
」
は
い
か
に
両

者
の
両
立
を
図
る
の
か
。
そ
の
理
解
の
鍵
は
「
統
合
」
概
念
の
前
提

と
す
る
社
会
観
に
あ
る
。
本
項
で
は
、
「
統
合
」
概
念
の
社
会
観
理
解

の
前
提
と
し
て
、
「
統
合
」
論
者
の
一
人
で
あ
る
D
・
シ
ュ
ナ
ペ
ー
ル

に
依
拠
し
て
国
民
の
二
類
型
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。

　
シ
ュ
ナ
ペ
ー
ル
は
国
民
（
口
曽
コ
O
⇒
）
概
念
を
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
政

治
的
意
志
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
的
国
民
と
言
語
・
文

化
・
歴
史
的
伝
統
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
ド
イ
ツ
的
国
民
と
に
区
別

　
　
　
（
2
V

し
て
い
る
。
彼
女
の
区
別
す
る
フ
ラ
ン
ス
的
国
民
（
1
ー
ナ
シ
オ
ン
）
と

は
、
そ
の
成
員
の
言
語
や
文
化
に
関
係
な
く
、
成
員
の
国
民
を
形
成

す
る
と
い
う
意
志
の
み
に
基
づ
い
た
集
合
体
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ

ば
、
ナ
シ
オ
ン
と
は
、
成
員
が
自
分
が
ナ
シ
オ
ン
形
成
の
参
加
者
で

あ
る
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
み
を
有
す
る
共
同
体
で
あ
る
。
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他
方
、
ド
イ
ツ
的
国
民
（
1
ー
フ
ォ
ル
ク
）
と
は
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
的
・

文
化
的
嘱
性
理
よ
っ
て
自
然
と
ひ
ど
つ
に
括
ち
れ
る
集
合
体
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
シ
ュ
ナ
ペ
ー
ル
自
身
が
言
う
よ
う
に
国
民
の
ナ
シ
オ
ン

と
フ
牙
ル
ク
．
へ
の
二
分
は
理
念
型
で
あ
っ
て
、
実
際
の
社
会
の
国
民

が
そ
の
い
ず
れ
．
か
の
み
で
形
成
ざ
れ
で
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
現
実

の
国
民
に
な
そ
の
両
面
が
存
在
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ナ
シ
オ

ン
と
フ
ォ
ル
ク
は
諸
国
民
の
類
型
化
の
た
め
の
概
念
と
い
う
よ
り
も
、

ひ
と
つ
の
国
民
の
も
つ
二
つ
の
側
面
を
表
す
概
念
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、

シ
ュ
ナ
ペ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
ナ
シ
オ
ン
と
フ
ォ
ル
ク
は
国
民
の
「
政

治
的
次
元
」
七
「
共
同
体
的
次
元
」
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
範
。

　
ナ
シ
オ
ン
と
フ
ォ
ル
ク
の
区
別
は
、
現
実
の
社
会
で
は
そ
の
ど
ち

ら
が
強
綱
ざ
れ
る
か
と
訟
う
問
題
で
あ
っ
て
、
例
、
ス
ば
、
自
国
生
ま

れ
の
外
国
人
の
子
供
に
対
し
、
国
籍
法
に
お
い
て
「
生
地
主
義
」
を

と
る
フ
ラ
ン
ス
は
ナ
シ
オ
ン
型
で
あ
り
、
「
血
統
主
義
」
を
と
る
ド
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

ツ
は
フ
ォ
ル
ク
型
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
用
い
ら
れ
る
国
民
の
政
治
的
次

元
と
共
同
体
的
次
元
へ
の
区
別
を
も
と
に
「
統
合
」
概
念
の
社
会
観

を
検
討
す
る
こ
七
に
し
よ
う
。

　
⇔
：
二
元
的
社
会
観

　
か
つ
て
同
化
主
義
は
、
’
ラ
ラ
ン
ス
共
和
国
の
形
成
の
名
の
下
に
、

地
方
言
語
を
抑
圧
し
、
植
民
地
住
人
を
フ
ラ
ツ
ス
化
し
て
き
た
。
前

項
の
区
別
に
基
づ
い
て
表
現
す
る
と
、
「
同
化
」
は
国
民
の
政
治
的
次

元
に
お
け
る
統
ト
を
強
調
し
つ
つ
も
実
際
に
は
共
同
体
的
次
元
で
の

国
民
の
単
一
北
を
行
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
反
対
に
、
「
ア
ン
セ
ル
シ

オ
ン
」
も
し
く
は
多
文
化
主
義
越
．
国
民
の
一
部
分
の
共
同
体
的
次

元
を
強
調
し
、
そ
の
共
同
体
性
を
政
治
的
次
元
に
ま
で
貫
徹
さ
せ
よ
・

う
と
す
る
つ
し
売
が
っ
て
、
、
「
ア
ン
セ
ル
シ
オ
ン
」
は
政
治
的
に
は
連

邦
制
へ
と
連
な
る
論
理
を
内
包
し
て
い
る
ゆ
層
い
ず
．
れ
に
し
て
も
「
同

化
」
も
「
ア
ツ
セ
ル
シ
オ
ン
」
も
国
民
の
政
治
的
次
元
と
共
同
体
葡

次
元
の
区
別
が
曖
昧
で
あ
る
点
が
共
通
し
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
h
統
合
」
は
ど
う
か
。
’
す
で
に
我
々
は
「
統
合
」
が

「
差
異
へ
の
権
利
ト
と
フ
ラ
ツ
ス
共
和
国
の
諸
原
則
と
の
両
立
を
図

ろ
う
と
す
る
も
め
で
あ
る
こ
之
を
確
認
し
た
。
一
方
で
社
会
成
員
の

h
文
化
的
・
社
会
的
・
道
徳
的
特
殊
性
の
存
続
を
受
け
入
れ
」
、
成
員

間
の
差
異
を
尊
重
し
、
・
他
方
で
「
出
自
、
人
種
、
宗
教
に
か
か
わ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
な
い
法
の
前
の
平
等
」
が
達
成
さ
れ
る
「
統
合
」
実
現
の
社
会
と

は
い
か
な
る
社
会
な
の
か
。

　
こ
の
，
「
統
合
」
．
に
は
国
民
を
政
治
的
次
元
と
共
同
体
三
次
元
に
明
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確
に
区
別
す
る
と
い
う
社
会
観
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。
社
会
成
員

は
共
同
体
的
次
元
に
お
い
て
自
ら
の
文
化
的
・
社
会
的
・
道
徳
的
特

殊
性
を
保
持
し
、
同
時
に
政
治
的
次
元
に
お
い
て
は
市
民
と
し
て
平

等
で
あ
る
。
成
員
の
特
殊
性
が
守
ら
れ
る
た
め
に
は
共
同
体
的
次
元

が
政
治
的
次
元
の
影
響
力
を
受
け
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
も
｝

部
の
成
員
が
自
ら
の
文
化
的
独
自
性
を
政
治
的
次
元
に
反
映
さ
せ
て

他
の
成
員
を
政
治
的
に
抑
圧
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
る
。
同
時
に
成

員
間
の
平
等
が
達
成
さ
れ
る
た
め
に
も
政
治
的
次
元
が
共
同
体
的
次

」
元
の
あ
ら
ゆ
る
影
響
力
か
ら
免
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま

り
政
治
的
次
元
と
共
同
体
的
次
元
と
は
互
い
の
影
響
力
か
ら
免
れ
て

　
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
統
合
」
実
現
の

た
め
に
は
、
．
国
民
の
政
治
的
次
元
と
共
同
体
的
次
元
が
明
確
に
区
別

さ
れ
、
相
互
に
影
響
を
受
け
な
い
社
会
の
確
立
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

　
単
純
化
す
れ
ば
、
「
同
化
」
・
「
ア
ン
セ
ル
シ
オ
ン
」
が
一
元
的
社
会

観
に
立
つ
の
に
対
し
、
「
統
合
」
は
二
元
的
社
会
観
に
立
脚
す
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
二
元
的
社
会
観
に
立
脚
七
な
け
れ
ば
、
文
化

的
差
異
と
市
民
的
平
等
と
い
う
二
つ
の
価
値
の
両
立
は
不
可
能
で
あ

　
る
。

　
　
「
統
合
」
の
二
元
的
社
会
観
を
明
示
的
に
表
明
し
た
の
が
八
九
年
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
，

の
い
わ
ゆ
る
「
ス
カ
ー
フ
事
件
」
に
対
す
る
「
統
合
」
論
者
の
主
張

で
あ
る
。
彼
ら
は
「
統
合
」
の
立
場
か
ら
学
校
に
お
け
る
政
教
分
離

を
支
持
す
る
の
で
あ
る
が
、
彼
ら
の
主
張
は
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
キ
リ
ス
ト
教
、
ユ
ダ
ヤ
教
、
イ

ス
ラ
ム
教
な
ど
多
様
な
宗
教
を
有
し
た
子
供
た
ち
が
集
ま
る
公
立
学

校
が
、
た
と
え
全
て
の
人
々
に
開
か
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

し
て
も
、
そ
れ
は
全
て
の
人
々
が
自
ら
の
宗
教
を
学
校
に
持
ち
込
ん

で
モ
ザ
イ
ク
の
よ
う
に
バ
ラ
バ
ラ
な
状
態
で
併
存
し
て
い
る
こ
と
で

は
な
い
。
全
て
の
人
々
が
接
近
可
能
な
空
間
と
し
て
の
学
校
は
、
宗

教
性
を
捨
象
し
た
「
生
徒
」
と
し
て
の
子
供
た
ち
に
対
し
て
開
放
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
各
家
庭
に
お
け
る
宗
教
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
と

も
、
子
供
た
ち
は
学
校
で
は
「
生
徒
」
と
し
て
平
等
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
こ
で
は
学
校
が
政
治
的
次
元
と
、
生
徒
が
市
民
と
ア
ナ

ロ
ジ
ー
で
捉
え
ら
れ
、
学
校
の
共
同
体
的
次
元
か
ら
の
解
放
が
主
張

さ
れ
て
い
る
。

　
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
「
統
合
」
は
差
異
と
平
等
の
安
易
な
総
合
で
は

な
く
、
二
元
的
社
会
観
に
基
づ
い
た
共
同
体
的
次
元
に
お
け
る
「
差

異
へ
の
権
利
」
の
尊
重
と
、
政
治
的
次
元
に
お
け
る
平
等
の
実
現
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

図
る
概
念
で
あ
る
。
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み
一
）
　
即
》
．
目
詔
巳
o
h
憾
，
三
遷
さ
§
馬
§
、
愚
．
蕊
陵
ミ
肋
ミ
智

　
§
亀
山
§
僑
ミ
防
8
§
ミ
ミ
傍
隔
》
母
凶
ω
噛
ピ
①
O
α
8
咳
く
㊦
暮
ρ
一
〇
◎
◎
刈
も
O
．
合

　
ー
ミ
●

（
2
）
　
ω
o
ぎ
昌
需
」
魯
●
ミ
4
眉
や
ω
ω
Φ
け
ω
・

．
（
3
）
ぽ
ミ
§
§
』
O
目
幾
切
H
O
曾
●

　
　
ま
た
こ
の
区
別
は
国
民
の
「
政
治
的
概
念
」
と
¶
共
同
体
的
概
念
」

　
も
し
く
は
「
公
的
領
域
」
と
「
私
的
領
域
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
さ
れ

　
る
こ
と
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
政
治
的
次
元
を
「
社
会
」
、
共
同
体
的
次

　
元
を
「
共
同
体
」
と
い
う
言
葉
で
同
旨
を
論
じ
る
者
も
あ
る
。

（
4
）
梶
田
「
同
化
・
統
合
・
編
入
ー
フ
ラ
ン
ス
の
移
民
へ
の
対
応
を

　
め
ぐ
る
論
争
」
前
掲
、
二
三
七
i
三
九
頁
。
」
ま
た
広
渡
清
吾
「
外
国
人

　
と
外
国
人
政
策
の
論
理
」
（
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
編
『
現
代
日

　
本
社
会
　
第
6
巻
　
問
題
の
諸
相
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
二

　
年
、
第
八
章
）
も
参
照
。

　
　
ま
た
国
民
の
政
治
的
次
元
の
強
調
と
共
同
体
的
次
元
の
強
調
は
、

　
「
個
人
主
義
」
ど
「
集
団
主
義
」
ま
た
は
「
差
異
の
否
定
」
と
「
差
異

　
の
承
認
」
と
い
う
言
葉
で
議
論
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

（
5
）
．
守
三
〇
8
。
・
。
出
ヨ
．
葺
o
o
q
韓
凶
。
P
魯
ミ
●
も
す
H
。
。
∴
O
●

（
6
）
　
こ
の
二
元
的
社
会
観
の
宗
教
と
政
治
の
関
係
に
お
け
る
別
表
現

　
が
政
教
分
離
で
あ
る
。

（
7
）
　
い
わ
ゆ
る
「
ス
カ
ー
フ
事
件
」
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
公
立
中
学
校

　
で
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
女
子
生
徒
と
そ
の
両
親
が
、
信
仰
の
現
れ
で
あ

　
る
ス
カ
ー
フ
の
学
校
内
で
の
着
用
を
求
め
た
の
に
対
し
、
校
長
が
当

　
該
女
子
生
徒
の
登
校
を
禁
止
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
た
論
争
の
こ
と

　
で
あ
る
。
詳
し
く
は
、
梶
田
孝
道
「
統
合
・
新
し
い
市
民
権
・
イ
ス
ラ

　
ム
ー
西
欧
の
外
国
人
問
題
を
考
え
る
一
」
（
『
世
界
』
一
九
九
〇
年

　
三
月
号
）
、
を
参
照
。

（
8
）
頃
b
d
巴
ぎ
甫
。
き
客
U
①
訂
翅
℃
鋭
国
昆
凶
①
涛
鑓
9
国
9

閃
。
暮
9
塁
簿
σ
昏
昌
旦
9
《
中
。
h
ω
B
①
8
書
評
O
、
昌
ω
冨
ω
圏
》
ト
鳴

　
き
ミ
ミ
O
騨
ミ
§
§
き
コ
。
一
ω
O
劇
℃
㌣
◎
。
昌
O
〈
①
考
訂
①
H
O
◎
。
ρ

（
9
）
　
Z
の
意
味
で
「
統
合
」
は
梶
田
孝
道
の
言
う
一
．
「
同
化
1
1
」
一
－
「
フ

　
ラ
ン
ス
共
和
国
へ
の
同
化
」
（
梶
田
「
同
化
・
統
合
・
編
入
ー
フ
ラ

　
ン
ス
の
移
民
へ
の
対
応
を
め
ぐ
る
論
争
」
前
掲
、
二
〇
九
1
一
二
頁
）

　
と
同
義
で
あ
る
。
し
か
し
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
「
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
へ

　
の
同
化
」
で
な
く
「
統
合
」
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
る
の
は
馬
同
化

　
と
い
う
言
葉
の
も
つ
同
化
主
義
ρ
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
の
た
め
で
あ

　
ろ
う
。
O
h
ω
O
ぽ
昌
9
。
O
O
O
5
魯
●
亀
、
4
℃
・
O
α
・

三
　
「
フ
■
フ
ン
ス
的
統
合
」
論
の
課
題

　
の
　
「
真
の
普
遍
主
義
」
論
と
し
て
の
「
統
合
」
論

　
本
稿
は
こ
こ
ま
で
主
に
統
合
高
等
審
議
会
の
年
次
報
告
書
を
素
材

と
し
て
、
「
フ
ラ
ン
ス
的
統
合
」
政
策
の
根
底
に
あ
る
「
統
合
↑
概
念

の
理
解
に
努
め
て
き
た
。
冒
頭
で
述
べ
た
通
り
、
九
〇
年
代
は
政
策

レ
ベ
ル
で
は
「
統
合
」
の
時
代
で
あ
る
。
し
か
し
同
時
に
、
移
民
問

題
を
契
機
と
七
て
反
人
種
主
義
論
や
共
生
の
理
論
的
研
究
に
お
い
て

も
、
か
つ
て
の
多
文
化
主
義
を
基
礎
と
し
た
理
論
に
代
わ
り
「
統
合
」
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が
中
心
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
社
会
学
者
で
は
、
本
稿
で
も
取
り
上
げ

た
シ
ュ
ナ
ペ
ー
ル
や
タ
ギ
エ
フ
、
哲
学
者
で
は
A
・
フ
ィ
ン
ケ
ル
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

ロ
ー
ト
や
L
・
フ
ェ
リ
ー
等
が
そ
の
代
表
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

　
共
生
理
論
に
お
い
て
「
統
合
」
が
主
流
と
な
り
つ
つ
あ
る
理
由
の

第
一
は
、
多
文
化
主
義
論
が
社
会
内
に
お
け
る
文
化
的
多
元
性
を
有

し
た
成
員
間
の
社
会
統
合
の
論
理
を
展
開
で
き
な
か
っ
た
の
に
対
し
、

「
統
合
」
が
二
元
的
社
会
観
に
立
脚
し
た
政
治
的
次
元
で
の
市
民
の
平

等
を
唱
え
る
こ
と
で
、
社
会
統
合
の
論
理
を
前
面
に
打
ち
出
し
て
い

る
点
に
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
フ
ラ
ン
ス
共
和
主
義
の
伝
統
の
再

確
認
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
以
来
の
共
和
国
憲
法
の
諸
原
則
の
尊

重
と
い
う
点
で
説
得
力
を
持
ち
え
て
い
る
。
「
統
合
」
が
理
論
面
で
も

優
位
に
立
つ
の
は
、
現
実
の
政
治
状
況
と
も
関
係
す
る
。
タ
ギ
エ
フ

が
整
理
し
て
み
せ
た
通
り
、
平
等
と
差
異
の
ど
ち
ら
を
中
心
的
価
値

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
置
こ
う
と
も
人
種
主
義
は
存
在
す
る
。
し
か
し
、
こ
こ
一
〇
年
来

の
国
民
戦
線
（
F
N
）
の
政
治
舞
台
へ
の
登
場
は
、
彼
ら
の
差
異
主
義

（
的
人
種
主
義
）
の
主
張
と
伴
に
、
差
異
の
価
値
を
減
少
さ
せ
た
。
差

異
の
強
調
は
そ
れ
自
体
が
新
し
い
人
種
主
義
と
同
一
視
さ
れ
、
理
論

の
上
で
も
差
異
を
強
調
す
る
こ
と
は
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し

た
点
も
「
統
合
」
が
主
流
と
な
る
理
由
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
「
統
合
」
論
の
台
頭
は
特
殊
移
民
問
題
に
関
す
る
共
生

理
論
だ
け
の
も
の
で
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
の
思
想
上
の
大
き
な
流
れ
の

中
で
も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
移
民
問
題
に
お
け
る
「
統
合
」
論

の
台
頭
を
よ
り
大
き
な
議
論
状
況
に
置
き
換
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、

西
欧
的
エ
ス
ノ
セ
ン
ト
リ
ズ
ム
の
「
似
非
普
遍
主
義
」
と
差
異
主
義

的
人
種
主
義
を
導
く
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ン
の
両
者
に
対
す
る
「
真
の
普

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

遍
主
義
」
論
の
台
頭
と
い
う
言
葉
で
言
い
表
せ
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
現
在
は
「
統
合
」
が
共
生
理
論
と
し
て
も
、
よ
り
大

き
な
思
想
の
流
れ
の
中
で
も
中
心
的
存
在
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
は
た
し
て
「
統
合
」
に
よ
っ
て
文
化
的
多
様
性
を
有
し
た
成
員

の
社
会
統
合
上
の
問
題
は
解
決
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
項
で
は

筆
者
な
り
に
「
フ
ラ
ン
ス
的
統
合
」
論
に
残
さ
れ
た
課
題
を
提
示
す
，

る
。　

⇔
　
　
「
フ
ラ
ン
ス
的
統
合
」
論
の
課
題

　
ま
ず
最
初
に
、
「
統
合
」
を
移
民
問
題
の
解
決
策
と
し
て
用
い
た
場

合
に
考
え
ら
れ
る
問
題
点
を
考
え
て
み
た
い
。
前
述
し
た
通
り
「
統

合
」
と
は
差
異
の
尊
重
と
包
括
的
準
拠
枠
組
み
の
承
認
の
両
立
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
現
実
の
政
治
に
お
い
て
「
統
合
」
が
シ
ン
ボ
ル

的
価
値
と
な
り
、
「
統
合
」
の
価
値
の
奪
い
合
い
の
末
、
「
統
合
」
の

政
策
化
段
階
で
そ
の
準
拠
枠
組
み
が
恣
意
的
に
決
定
さ
れ
る
お
そ
れ
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も
あ
ろ
う
℃
冒
頭
で
指
摘
し
た
統
合
の
名
に
お
け
る
統
合
か
ら
の
排

除
の
問
題
億
、
準
拠
枠
組
み
の
具
体
的
設
定
が
「
フ
ラ
ン
ス
」
の
側

の
み
で
行
わ
れ
る
ご
と
か
ち
生
じ
て
い
る
。
多
文
化
主
義
論
者
が
「
統

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

合
」
，
に
反
対
す
る
の
は
こ
の
点
に
お
い
て
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
共
同

体
的
要
素
で
占
め
ち
れ
る
準
拠
枠
組
み
に
規
定
さ
れ
る
「
統
合
」
は

同
化
主
義
へ
と
堕
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
対
し
タ
ギ
エ
フ
は
、
，
包
括
的
準
拠
枠
組
み
を
フ
ラ
ン
ス
共

和
国
と
す
る
際
に
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
は
政
治
的
次
元
が
マ
ジ
ョ
リ

テ
ィ
の
共
同
体
性
に
支
配
さ
れ
な
い
よ
う
に
常
に
チ
ェ
ッ
ク
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
し
、
マ
イ
ノ
レ
テ
ィ
の
有
す
る
差
異
の
価
値
は
ま
さ

に
そ
こ
に
あ
る
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

の
側
か
ら
の
不
断
の
批
判
が
か
同
化
主
義
の
≒
似
非
普
遍
主
義
」
か

ら
「
統
合
」
の
「
真
の
普
遍
主
義
」
へ
と
転
換
で
き
る
要
因
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
言
う
の
で
あ
る
。
「
統
合
」
政
策
の
具
体
化
に
あ
た
0
，
、
ダ
ギ
エ
フ

の
言
う
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
ど
れ
だ
け
有
効
た
り
え

る
か
が
「
統
合
」
の
政
策
レ
ベ
ル
で
の
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
な
ろ
う
。

　
次
に
、
共
生
理
論
か
ら
「
統
合
」
論
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
「
統
合
」

概
念
が
政
治
的
次
元
と
共
同
体
的
次
元
の
二
元
的
社
会
観
を
前
提
と

し
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
論
じ
た
が
、
．
こ
の
二
元
的
社
会
観
は
二
元

的
人
間
観
と
言
い
換
え
て
よ
か
ろ
う
。
「
統
合
」
は
あ
る
一
人
の
個
人

を
抽
象
的
人
間
の
部
分
と
文
化
的
属
性
を
そ
な
え
た
部
分
と
に
分
け

て
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
「
統
合
」
が
主
に
政
治
の
問
題

と
し
て
議
論
さ
れ
る
際
に
は
、
抽
象
的
人
間
は
市
民
と
呼
ば
れ
、
市

民
と
し
て
の
共
存
が
唱
え
ら
れ
、
市
民
の
資
格
を
有
し
て
い
な
い
者

に
は
国
籍
の
取
得
が
促
さ
れ
る
。
ま
た
馬
経
済
の
問
題
と
し
て
議
論

さ
れ
る
際
に
は
《
抽
象
的
人
間
は
経
済
人
セ
言
い
換
え
ら
れ
、
経
済

活
動
へ
の
参
加
が
唱
え
ら
れ
馬
経
済
人
と
し
て
の
資
格
を
有
し
て
い

な
い
も
の
に
は
、
学
歴
や
職
業
資
格
を
取
得
さ
せ
る
こ
と
で
、
経
済

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

活
動
へ
の
参
加
が
促
さ
れ
る
。
抽
象
的
人
間
の
部
分
が
政
治
的
次
元

を
形
成
し
、
文
化
的
人
間
の
部
分
が
共
同
体
的
次
元
を
形
成
す
る
。

こ
の
二
元
的
人
間
観
に
基
づ
く
「
統
合
」
概
念
は
、
社
会
成
員
の
共

存
す
な
わ
ち
社
会
統
合
の
実
現
の
た
め
に
政
治
的
次
元
の
共
同
体
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

次
元
に
対
す
る
優
位
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。
社
会
統
合
の
た
め
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

文
化
的
差
異
は
二
次
的
意
義
し
か
も
た
な
い
つ
し
か
も
、
そ
こ
で
は

社
会
成
員
の
市
民
と
し
て
の
共
存
が
成
員
の
有
す
る
文
化
的
差
異
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

保
障
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
・

　
成
員
間
の
政
治
的
共
存
が
文
化
的
差
異
を
保
障
す
る
と
は
、
政
教

分
離
原
則
に
代
表
さ
れ
る
二
元
的
社
会
観
の
一
表
現
で
あ
る
が
、
そ

れ
は
政
治
的
共
存
が
文
化
的
共
存
を
保
障
す
る
こ
と
と
は
違
う
。
社

会
成
員
間
の
市
民
と
し
て
の
平
等
を
い
く
ら
実
現
し
て
も
、
そ
れ
は
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成
員
間
の
文
化
的
平
等
を
実
現
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
政
治
的

共
存
が
文
化
的
共
存
を
も
た
ら
す
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
「
統

合
」
概
念
は
文
化
的
平
等
に
関
し
て
積
極
的
に
語
る
言
葉
を
持
た
な

い
。

　
移
民
の
問
題
は
翻
っ
て
み
る
と
、
「
自
分
は
フ
ラ
ン
ス
人
の
つ
も
り

で
も
、
他
の
フ
ラ
ン
ス
人
は
常
に
自
分
を
『
移
民
』
と
み
な
す
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

い
う
点
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
た
と
え
フ
ラ
ン
ス
国

籍
を
有
し
て
い
よ
う
と
も
、
フ
ラ
ン
ス
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
感

じ
て
い
よ
う
と
も
生
じ
る
差
別
に
移
民
問
題
の
本
質
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。
共
生
実
現
の
た
め
に
は
、
共
同
体
的
次
元
に
お
け
る
平
等

を
我
々
は
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
確
か
に
、
「
統
合
」
概
念
は
社
会
の
政
治
的
次
元
と
共
同
体
的
次
元

と
を
切
り
離
す
こ
と
で
、
政
治
の
文
化
へ
の
介
入
、
文
化
の
政
治
へ

の
介
入
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
，
「
統
合
」
に
よ
っ
て

成
員
間
の
文
化
的
差
異
は
保
障
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
「
ア
ン

セ
ル
シ
オ
ン
」
に
社
会
統
合
の
論
理
が
見
出
せ
な
い
今
日
、
我
々
は

「
統
合
」
に
期
待
す
る
他
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
「
統
合
」
で
重
視

さ
れ
て
い
る
平
等
と
は
抽
象
的
人
間
と
し
て
の
市
民
の
平
等
で
あ
っ

て
文
化
的
人
間
相
互
の
平
等
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
文
化
に
お
い
て

平
等
で
あ
る
か
否
か
を
測
る
普
遍
的
基
準
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
り
、

　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

あ
る
の
は
無
平
等
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
無
平
等
で
あ
る
か
ら
と

い
っ
て
共
同
体
的
次
元
が
レ
ッ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
を
よ
し

と
し
て
は
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
「
統
合
」
を
受
け
入
れ
る
に
し

て
も
、
加
え
て
共
同
体
的
次
元
に
お
け
る
文
化
的
平
等
と
は
何
か
を

考
え
る
こ
と
が
「
フ
ラ
ン
ス
的
統
合
」
論
に
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
ろ

う
。

（
1
）
　
参
照
、
A
・
フ
ィ
ン
ケ
ル
ク
ロ
ー
ト
（
西
谷
修
訳
）
『
思
考
の
敗

北
あ
る
い
は
文
化
の
パ
ラ
ド
ク
ス
』
（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
八
八

年
）
。
O
暁
．
い
殉
。
旨
網
曾
〉
●
勾
魯
9
。
暮
”
き
§
吻
愚
ミ
Q
讐
ミ
鳶
ミ
9

　
b
禽
駄
こ
駐
§
、
、
ぎ
ミ
ミ
Q
織
、
、
帖
き
§
§
鞭
§
§
魯
勺
鋤
ユ
ρ
勺
d
舅
一

　
H
8
N
●

（
2
）
　
↓
鋤
σ
q
二
δ
眺
b
愚
●
昏
乱
O
b
．
蔭
O
Q
。
占
り
．
タ
ギ
エ
フ
の
人
種
主
義
の
整

理
に
関
し
て
は
、
笠
間
千
浪
「
《
反
人
種
主
義
》
言
説
に
お
け
る
差
異

　
と
普
遍
の
相
克
ー
タ
ギ
エ
フ
の
差
異
主
義
三
新
人
種
主
義
を
め

ぐ
っ
て
一
」
（
『
社
会
学
年
三
』
三
一
号
、
一
九
九
〇
年
）
で
詳
し
く

紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）
↓
①
σ
q
巳
Φ
捧
魯
ミ
．
も
●
膳
。
。
b
。
・

（
4
）
　
今
夏
の
一
連
の
外
国
人
関
連
立
法
に
お
い
て
、
現
実
に
そ
の
内

容
が
統
合
高
等
審
議
会
の
意
見
を
越
え
て
厳
し
く
な
っ
て
い
る
点
も

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
は
保
守
政
権
の
独
自
性
で
あ
ろ
う
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
一
連
の
立
法
を
保
守
政
権
の
み
に
帰
す
る
こ
と

が
妥
当
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
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・
曾
）
∴
↓
拶
讐
凶
。
盈
魯
∴
ミ
・
も
Ψ
劇
。
。
N
．
魯
ψ
「

（
ρ
0
9
）
　
シ
ュ
ナ
ペ
ー
ル
の
場
冶
は
個
人
を
市
民
プ
ラ
ス
経
済
人
と
捉
実

　
で
い
る
よ
ケ
で
あ
6
。
彼
女
の
主
張
は
以
下
の
よ
ケ
に
象
と
め
る
こ

，
．
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
諸
個
人
ば
政
治
的
次
元
に
お
い
て
市
民
と

㌦
し
て
共
存
し
社
会
統
合
が
達
成
さ
れ
る
。
そ
し
て
政
治
的
次
元
に
お

　
・
け
る
共
存
を
支
え
る
の
が
共
同
体
三
次
元
に
お
け
る
統
一
で
あ
る
。
・

　
ゆ
っ
て
ば
学
校
、
功
あ
リ
ッ
ク
教
ム
汽
渾
隊
、
そ
し
て
労
働
組
合
が
共

　
同
体
二
次
元
に
お
け
る
統
一
の
役
割
を
担
っ
た
が
、
今
日
は
、
そ
れ
は

b
不
可
能
で
あ
り
文
化
的
に
は
多
様
で
あ
る
。
そ
の
代
わ
り
に
、
経
済
人

・
上
七
ズ
の
生
産
参
加
が
洪
洞
体
的
次
元
に
お
け
る
統
一
を
実
現
す
乃
。

　
し
か
し
、
洪
洞
体
的
弓
元
の
役
割
は
副
次
的
噸
あ
の
で
あ
り
、
体
質
的

　
に
ば
政
治
的
次
元
に
格
げ
る
市
民
ど
し
て
の
共
存
に
フ
テ
ン
ス
社
会

・
の
統
合
能
力
ば
あ
る
め
だ
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
ω
o
ぎ
碧
噂
。
び
愚
・

　
ミ
・
も
，
b
。
O
O
o
戸
ω
し
。
國
シ
．
ユ
チ
ペ
」
ル
偉
、
「
移
民
二
世
」
「
の
事
実
上
の

　
阜
文
化
変
容
を
前
提
閉
し
た
議
論
を
し
ズ
い
る
切
ズ
あ
ろ
う
が
、
い
ず

　
れ
に
し
て
も
彼
女
の
「
統
合
」
論
で
は
文
化
の
領
域
が
軽
視
さ
れ
て
い

　
る
。（
7
）
伊
藤
る
り
「
〈
新
し
い
市
民
権
V
と
市
民
社
会
の
変
容
－
移
民

　
の
政
治
参
加
セ
フ
ラ
ン
ス
国
民
国
家
1
」
（
宮
島
喬
」
梶
周
孝
道
編

　
　
『
統
合
と
分
化
の
な
か
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』
有
信
堂
、
一
九
九
一
年
）
九

，
，
三
頁
。
．

（
8
）
　
↓
9
胆
δ
四
三
．
ミ
‘
b
」
。
。
。
。
・

．（

X
）
　
伊
藤
填
り
電
同
化
な
き
統
合
』
・
の
壮
大
な
実
験
」
（
『
別
冊
宝
島

　
」
〇
六
　
旧
怨
が
多
民
族
国
憲
に
な
る
日
』
．
一
九
九
〇
年
）
二
三
六

　
頁
。

（
1
0
）
　
伊
藤
「
〈
新
し
い
市
民
権
〉
と
市
民
社
会
の
変
容
」
前
掲
、

「
八
七
頁
◎

お
わ
り
に

八
六

　
再
び
移
民
の
問
題
（
－
一
「
自
分
は
フ
ラ
ン
ス
人
の
つ
も
り
で
も
、
他
の
フ

ラ
ン
ス
人
は
常
に
自
分
を
『
移
民
』
と
み
な
す
」
）
を
考
え
た
時
、
ま
た
、

政
治
的
共
存
が
文
化
的
共
存
を
も
た
ら
す
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
た

時
、
我
々
鳳
「
統
合
」
の
前
提
ど
す
る
二
元
世
人
澗
観
を
疑
っ
て
み

る
必
要
が
あ
ろ
ヶ
。
た
と
え
法
の
前
に
は
平
等
で
あ
っ
て
も
、
た
と

え
同
U
職
業
資
格
を
有
し
て
い
て
も
生
じ
る
差
別
や
排
除
ゆ
ま
さ
に

そ
こ
に
移
民
問
題
の
本
質
が
あ
る
。
そ
れ
は
権
利
だ
け
、
職
業
資
格

だ
け
で
な
＆
潅
利
と
文
化
瀬
上
資
格
遷
化
の
蒸
室
性
の
中

で
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え

る
な
ら
ば
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
政
治
の
み
、
経
済
の
み
で
問
題
三

論
を
図
ろ
う
乏
す
る
「
フ
ラ
ン
ス
的
統
合
」
論
は
再
考
さ
れ
な
”
れ

ば
な
ら
な
い
つ
．

」
為
し
個
汰
を
文
化
と
不
可
発
の
存
在
と
」
み
な
す
陰
ら
ば
、
一
澗
題
の

中
心
は
戊
化
葡
共
存
必
み
り
抽
象
化
さ
れ
元
政
治
的
土
ハ
存
で
億
な
い
。

そ
こ
に
は
全
く
新
し
い
社
会
観
が
必
要
老
な
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
も
、
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我
々
は
普
遍
的
基
準
の
な
い
文
化
に
お
け
る
平
等
と
は
何
か
、
文
化

的
に
共
存
す
る
と
は
何
か
を
常
に
思
考
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

こ
で
問
題
と
な
る
の
が
「
ア
ン
セ
ル
シ
オ
ン
」
や
多
文
化
主
義
の
再

評
価
で
あ
ろ
う
が
、
前
述
し
た
通
り
「
ア
ン
セ
ル
シ
オ
ン
」
は
文
化

間
の
共
存
の
論
理
に
欠
け
、
そ
こ
に
極
右
の
差
異
主
義
的
人
種
主
義

に
反
論
で
き
な
い
理
由
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
「
ア
ン
セ
ル
シ
オ

ン
」
の
拠
っ
て
立
つ
単
一
文
化
の
集
合
と
い
う
「
多
併
存
文
化
性

（
ヨ
ニ
三
2
一
け
霞
巴
譲
）
」
か
ら
、
自
集
団
内
部
の
文
化
的
複
数
性
を
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

提
と
し
た
「
多
元
的
文
化
性
（
覧
霞
一
。
三
ε
邑
藏
）
」
へ
の
転
換
が
多
文

化
主
義
の
理
論
的
発
展
の
鍵
と
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
そ
こ
に
文
化
的

共
存
を
思
考
す
る
共
生
理
論
の
新
た
な
可
能
性
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

「フランス的統合」論の諸相（中野）

（
1
）
　
原
聖
「
E
C
流
『
国
家
離
れ
』
と
少
数
言
語
の
可
能
性
」
（
宮
島
喬
・

梶
田
孝
道
編
『
統
合
と
分
化
の
な
か
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』
前
掲
）
二
五
七

頁
。

付
記
　
本
稿
は
政
治
研
究
会
で
の
報
告
を
も
と
に
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
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